
特集

　全国に約 86 万人いる消防団員。そのうち、十日町市・津南町には、
約 2,500 人が地域の安心と安全を守るため活動しています。消防団の活
動は、火災現場での消火活動だけではありません。実際にどのような活
躍をしているのかご紹介します。

※春・秋の火災予防運動期間中、拍子木等を使用し防火広報を行う
　十日町市消防団十日町方面隊第３分団（高山、高田町３南）。この
　日も雨の中、約 30年続く伝統を引継ぎ地域を回る。

地域を守る消防団
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防火意識の高揚を図るとともに、
火災予防を広く周知するため、防
火広報で「火の用心」の呼び掛け
を行います。

火災予防運動

春の新入団員

守域地
団防
るを

消

団

年
間

事

団
防

行

消

特集

特
性

団
防

の

消

護
の

神

愛
土

精

郷

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

一
問

答

団
防

一

消

員

３　　　消防だより火の用心 消防だより火の用心　　  ２

平
成
28
年
度
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

現場指揮者としての
知識・技術修得のた
め、教育訓練を行い
ます。

　火災消火の基本的な
操作の習得を目指すた
め、ポンプ操法の訓練
を平常時から行ってい
ます。消防団員は日々
技術の向上に努め、
訓練に励んでいます。

女性消防団員による紙芝居をはじ
め、子どもたちが楽しみながら防火
について学べるよう各ブースで活躍
しています。

方面隊毎に実施され、規律
訓練や放水訓練等、訓練の
成果を披露します。

消防団員としての基礎を
学ぶもので、規律訓練、
ロープ結索訓練等を行い
ます。修了証を授与され
た団員の表情は自信とや
る気に満ちています。

春と同様に、各地区で開催され
ます。津南町消防団は町と連携
し、防災訓練と併せて開催して
います。

大雨やゲリラ豪雨による河川
氾濫を防ぐための工法を訓練
します。200 人近くの消防団
員が一堂に会して行う訓練は
壮観です。

各地域の消防団員と消
防関係者が集まり、新
年の行事として、１年
の安全祈願を行います。

雪解け前から訓練が始まり、６月
に各方面隊の大会、７月に十日町
地区支会の大会があり、８月には
県大会が開催され、全国大会は２
年に一度 10月に開催されます。

１月４月５月６月９月10月11月12月

住宅火災による高齢者の死者を減
らすため、住宅防火診断や防火パ
レード、夜間広報などを行います。

消火栓・防火水槽は、積雪で隠れて
しまいます。消防団と住民の皆様の
協力が迅速な消火活動へ繋がります。

寒さが厳しさを増し、暖房器具が大活躍
すると火災の発生件数も増えてきます。
火災を起こさず新年を迎えられるよう、
火災予防を呼びかけます。

　

ポ
ン
プ
操
法
大
会
に
出
る
た
め

の
毎
晩
の
訓
練
は
や
は
り
体
力
的

に
辛
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、
仲

間
と
励
ま
し
合
う
こ
と
で
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
達
成

感
が
あ
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
か
ら
「
消
防
団
に
は
い

つ
も
助
け
ら
れ
て
る
」、「
い
つ
も
ご

苦
労
さ
ま
」
と
温
か
く
声
を
か
け
て

も
ら
う
と
す
ご
く
励
み
に
な
り
ま

す
。

　

車
で
防
火
広
報
を
し
て

も
い
い
ん
で
す
が
、
あ
え

て
一
軒
一
軒
に
「
火
の
用

心
」
の
声
を
届
け
る
よ
う

に
歩
い
て
い
ま
す
。
結
果

と
し
て
、
住
民
と
の
距
離

を
縮
め
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
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消
防
団
員
は
そ
の
管
内
に
居
住
し
又
は
勤
務
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
人
々
や
事
情
に
通
じ

て
お
り
、
地
域
密
着
性
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
は
管
内
に
居
住
し
又
は
勤
務
す

る
こ
と
か
ら
、
災
害
の
際
に
即
時
に
対
応
が

可
能
な
た
め
、
通
常
の
火
災
は
も
と
よ
り
、

台
風
や
豪
雨
な
ど
の
風
水
害
、
さ
ら
に
は
大

規
模
地
震
ま
で
様
々
な
災
害
に
対
し
、
地
域

防
災
の
中
核
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
日
頃
か
ら
訓
練
を
行
う
と
と
も
に
特
別

警
戒
活
動
を
実
施
す
る
な
ど
、
災
害
に
備
え

て
地
道
な
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

十
日
町
市
・
津
南
町
に
は
、
消
防
職
員
（
十
日

町
地
域
消
防
本
部
・
署
）
１
１
６
人
に
対
し
て
、

消
防
団
員
は
な
ん
と
約
２
５
０
０
人
が
在
籍
し
て

お
り
、
多
数
の
団
員
の
動
員
が
可
能
で
す
。

消
防
団
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
持

ち
な
が
ら
災
害
な
ど
の
対
応
に
あ
た

る
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。
平

常
時
・
非
常
時
を
問
わ
ず
そ
の
地
域
に
密
着

し
、
住
民
の
安
心
と
安
全
を
守
る
と
い
う
重

要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
は
女
性
の
消
防
団
へ
の
参
加

も
増
加
し
て
お
り
、
特
に
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
宅
へ
の
防
火
訪
問
、
応
急
手
当
の
普
及
指

導
な
ど
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
は
「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
で

守
る
。」
と
い
う
郷
土
愛
護
の
精
神
に
基
づ

い
て
参
加
し
、
地
域
住
民
を
守
る
た
め
に

昼
夜
を
問
わ
ず
消
防
活
動
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
の
町
火
消
し
、

明
治
時
代
の
消
防
組
以
来
の
伝
統
で
あ
り
、

こ
の
基
本
精
神
は
現
代
に
お
い
て
も
変
わ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん･･･

【火災対応】
消
防
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辛
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っ
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消
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？ な
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防
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（
表
紙
写
真
）

印
象
に
残
っ
て
い
る
活
動
は
？

　

消
防
団
の
活
動
と
い
っ
た
ら
、
や

は
り
火
災
現
場
で
す
。
消
防
職
員
と

一
緒
に
最
前
線
で
消
火
活
動
を
し
た

と
き
は
、
地
域
を
守
っ
て
い
る
実
感

が
湧
き
ま
す
ね
。

　

今
回
は
表
紙
の
撮
影
で
協
力
い
た
だ
い
た
、
十

日
町
市
消
防
団
十
日
町
方
面
隊
第
３
分
団
の
幹
部

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。
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防
災
製
品
贈
呈
式

　
こ
の
た
び
水
沢
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
が
全
国

消
防
機
器
協
会
の
「
平
成
28
年
度
住
警
器
等

配
布
モ
デ
ル
事
業
」
の
指
定
を
受
け
、
水
沢

地
区
が
モ
デ
ル
地
区
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
水
沢
地
区
に
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
、

住
宅
用
消
火
器
及
び
防
炎
製
品
が
寄
贈
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
水
沢
地
区
消
防
演
習
の
場

で
水
沢
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
に
対
し
、
防
災
製

品
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
防
災
製
品
は
水
沢
地
区
の
高
齢

者
世
帯
を
対
象
に
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

皆
様
方
の
住
宅
防
火
の
お
力
添
え
に
な
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。
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今
年
度
か
ら
広
報
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

っ
た
消
防
４
年
目
、
救
助
隊
の
吉
樂
匡
紀
（
き

ち
ら
く
ま
さ
き
）
と
申
し
ま
す
。

　

今
号
か
ら
「
消
防
だ
よ
り 

火
の
用
心
」

の
主
担
当
と
し
て
、
初
め
て
広
報
紙
の
編
集

を
任
さ
れ
ま
し
た
。　

　

小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
作
文
が
大
の
苦
手
だ

っ
た
こ
の
私
が
、
広
報
紙
を
作
成
す
る
こ
と

に
な
る
と
は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

右
も
左
も
わ
か
ら
ず
、
手
探
り
で
の
作
成
で

し
た
が
、
今
号
の
出
来
栄
え
は
い
か
が
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
？
地
域
の
た
め
に
頑
張
る
消

防
団
の
活
動
を
少
し
で
も
皆
様
に
伝
え
ら
れ

た
な
ら
幸
い
で
す
。

　

年
末
に
か
け
、
寒
さ
も
厳
し
さ
を
増
し
て

い
き
ま
す
。
皆
様
健
康
に
留
意
さ
れ
る
と
と

も
に
、
火
事
な
く
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う

に
、
『
火
の
用
心
』
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
消
防
団
は
、
地
域
防
災
力
の
中
核
を
担

い
、
災
害
時
の
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
火
災

等
の
予
防
啓
発
か
ら
応
急
手
当
指
導
な
ど
、

地
域
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
と
お
か
ま
ち
・
つ
な
ん
消
防
団
員
サ
ポ
ー

ト
制
度
は
、
地
域
の
た
め
に
日
夜
活
動
す

る
消
防
団
員
と
そ
の
団
員
を
支
え
る
家
族

を
地
域
全
体
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
制
度
で
す
。

　
十
日
町
市
消
防
団
員
、
津
南
町
消
防
団
員

及
び
そ
の
家
族
が
、
十
日
町
市
、
津
南
町

の
協
力
店
舗
（
以
下
、「
サ
ポ
ー
ト
シ
ョ
ッ

プ
」）
で
消
防
団
員
証
を
提
示
す
る
と
、
商

品
価
格
割
引
等
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受

け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

この表示証を掲げた協力店で消防団員証を提示す
ると、サービスの提供を受けられます。

・店舗の集客効果、利用促進
・地域貢献によるイメージアップ
・利用促進による商店の活性化
・店舗のＰＲ効果　など・・・

団
員
証
交
付

募
集
・
登
録

店舗の利用促進

サービスの提供

※活動を支える家族も対象に

【協力店】

・地域の認知度アップ
・やりがいのある消防団
・加入促進　など・・・

【消防団員】

・消防団員の確保
・地域、消防団の活性化
・地域防災力の向上　など・・・

【十日町地域消防本部】

【サポートショップ表示証】

平成28年９月 11 日、贈呈式の様子。

　
十
日
町
市
消
防
団
及
び
津
南
町
消
防
団
で

は
年
間
を
通
じ
て
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
の
一
員
と
し
て
地
域
を
守
り
た
い

方
、
消
防
団
の
活
動
に
興
味
が
あ
る
方
は
、

十
日
町
地
域
消
防
本
部
又
は
各
分
署
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

求
ム
！
消
防
団
員
！
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